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Abstract
Today it is normal for women to partake in sports or exercise. This paper will firstly describe the current status of 
women in sport and exercise and its significance, using the actual practice and the current status of physical educa-
tion at a woman’s high school, Tokyo Woman’s Christian University. Following this, the paper will investigate the 
background behind how Tetsu Yasui (1870‒1945), the teacher who brought the fundamentals of physical education 
to the University, but was not a specialist in physical education, emphasized its importance in education, as well as 
looking into the history of physical education for women in Japan and how it has played such a big role to date. 
Lastly, the paper will aim to provide possible considerations for the future of physical education at the university. 
Sport and exercise is an eﬀective method of supporting the health of the body and the mind, however the ten-
dency for women to drop out of exercise between junior and senior high school is quite prominent, with nearly 
half of all students feeling out of touch with exercise once they graduate university. From the results of the study, 
it was found that the same problem has arisen for the students Tokyo Woman’s Christian University.
Yasui claims that “if physical education is not thorough enough, we cannot produce women with admirable quali-
ties”, and Tokyo Woman’s Christian University has a history of keeping that ideology in mind, having placed a heavy 
importance on physical education in women from the opening of the school up until now. It is thought by the research 
group that they continue to combine further research and improvements to raise awareness of the social role that sport 
and exercise has for students in maintaining a healthy body and mind as well as forming solidarity with others, in the 
hope of guiding students to develop a broad view of the world while creating good relationships among people.
は じ め に
2014年6月28日（土）インターネットに配信されたニュースで驚くべき出来事があっ
た．それは，「800メートル5度Vのモンタノ，妊娠9カ月も全米陸上で激走」（日刊スポー
ツ，2014）という記事である．全米選手権で次週にも臨月を迎えるアリシア・モンタノ
（28歳）が800メートル走の予選で走ったというのだ．大会前に医師に相談したところ，
「止められる」どころか，むしろ「励まされ」エントリーしたという．自己ベストから35
秒遅れの2分32秒13で予選組の最下位となったということだが，観客から彼女に大きな
拍手があったそうだ．
今から約90年前，人見絹枝 (1907‒1931)が1928年の第9回アムステルダムオリンピック
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大会の800メートル走で銀メダルを獲得したことはよく知られているが，その時人見をは
じめ多くの出場者がゴールに倒れこんだ．それをきっかけに30数年間，女性に800メート
ル走は危険であるとして1960年の第17回ローマオリンピック大会まで禁止されていたこ
とが夢のようである．モンタノのとった行動は女性のスポーツ史上画期的な出来事といえ
よう．現在のアメリカのスポーツ界はアスリートの健康チェックが改善され，トレー
ナー・医師・栄養士との連携も密になっていると聞く．彼女の場合はもともと筋力が優れ
ていて「たまたま妊娠しているだけで，これが私にとって自然なことなのよ」と報道陣に
答えたそうだが，その言葉からそれまで当然のこととして認識されていた「身体の性差」
から「個人の身体の差異・多様性」を認め合う社会に大きく変わりつつあることに気づか
されたたニュースであった．
ところで日本の現状はどうであろうか．本稿では，まず女性におけるスポーツ・運動実
践参加の現状と意義を述べ，女性の高等教育機関である東京女子大学の学生の実践及び身
体教育の現状を述べる．そして同大学の体育の基礎を築いた安井てつ (1870‒1945)が体育
の専門家ではないにも拘わらず，教育活動において体育を重視するに至った経緯を調査
し，日本の女子体育史上，如何に大きな貢献を果たしたかについて探っていく．併せて同
大学におけるこれからの体育のあり方について考察することを目的とした．
I.　女性のスポーツ・運動実践
1.　女性のスポーツ・運動実践の現状
現在では女性がスポーツや運動をすることは当たり前のこととして捉えられるようになっ
た．しかし，近代スポーツは男性を対象とした原理に基づいて発展してきた歴史がある．そ
れは18世紀にイギリスの上流階級で誕生し，その後19世紀に入ると中産階級にも浸透し心
身の鍛練と競技を目的として広く普及していった．そのスポーツの盛んなイギリスの影響を
受け，フランスのクーベルタン男爵(1863‒1937)は近代オリンピックを提唱したのである．し
かし彼は当初女性の大会参加を認めていなかったため，第1回アテネ大会（1896年）は男性
のみの大会となった．その後ヨーロッパ諸国における女性解放運動の高まりを受け，第2回
パリ大会（1900年）ではわずか二種目であったがテニスとゴルフの参加をみたのであった．
一方，わが国における女性の近代スポーツ参加への道を開いたのは，明治中期の女子の
中・高等教育機関であった．しかし当時の社会風潮では，競技スポーツは美徳とされてい
た「女らしさ」に背くとして社会的には容易に受け入れられなかったのである．その後長い
年月を経て2004年のアテネ大会では女性と男性の出場者がほぼ同数となり，ようやくス
ポーツにおける女性の地位が確立されたのである．そして現代スポーツは，性，年齢，国
籍，人種，民族などあらゆる垣根を越えて共にプレイすることができる「人類共通の文化」
といわれるようになった．なかでもサッカーのワールドカップは「人類最高の祭典」と呼ば
れ，衛星放送により地球上のあらゆる地域が電波で結ばれて数十億の人々が観戦している．
また，2011年8月24日にわが国で50年ぶりに改正されたスポーツの憲法ともいえる
「スポーツ基本法」が施行されたが，そこには「スポーツは世界共通の文化」であり，「ス
ポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは，全ての人々の権利」であると示され，全
ての人々における「スポーツ権」が確立された．しかし現在の状況を考えると，スポーツ
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参加における男女の差異は無くなったかのように見えるが，依然として解決しなければな
らない問題が数多く残されている．例えば，公的なスポーツ組織における女性役員の占め
る割合の低さや女性コーチの少なさ，子育て期にある女性アスリートが抱える問題，ス
ポーツの指導に伴う暴力行為の存在などである．
一方，スポーツ・運動実践の実施レベルに注目すると，笹川スポーツ財団の『青少年の
スポーツライフ・データ (2013)』によると，過去1年間全く運動・スポーツをしなかった
という「レベル0」が男性は小学校期0.9％，中学校期3.2％，高校期10.3％，大学期
25.3％，勤労者28.8％であったのに対し，女性では小学校期2.3％，中学校期13.0％，高校
期24.9％，大学期28.6％，勤労者45.7％となっており，男女ともに年齢が進むに従ってそ
の割合が増加している．特に女性は中学校期から高校期にかけて運動しなくなる傾向が顕
著で，大学を終えると半数近くが運動をしなくなることがわかる．
2.　女性のスポーツ・運動実践の意義
人生90年時代に入ろうとしている現在，運動・スポーツの意義はますます高まってい
る．一般に女性のライフステージは，女性ホルモンのレベルの変化によって乳幼児期，思
春期，成熟期，更年期，老年期と5段階に分類できるが，どのステージにおいてもスポー
ツ・運動が心身の健康を維持するための有効な手段としてあげられる．そして，それぞれ
のステージには特別な注意喚起と配慮を有することがらがある．特に，上記のデータでは
中学校期から高校期にかけて運動しなくなる傾向にあるが，この年代は人生で最も著しく
心臓血管の発達や神経・エネルギーシステムの発達や骨量・筋肉量の増加がみられる時期
である．従ってこの時期のスポーツ・運動は身体の諸機能の発達を促進し，協調性やコ
ミュニケーション能力，創造力や表現力を養い，社会性を身につけることができるよう積
極的な参加を促し習慣化することを目標としたい．
また近年，わが国では急激な高齢者社会を迎えるために健康寿命を延長維持することが
大きな課題となっている．その解決策の柱として研究者の間では医療及び健康科学的見地
から運動やスポーツが見直され，生活習慣病や運動器障害（ロコモティブシンドローム）
及び認知症対策として，さらには閉経後の骨量減少骨粗鬆症予防対策としても高い効果が
得られることが明らかになっている．
3.　東京女子大学生のスポーツ・運動実践の現状
それでは，東京女子大学の学生の運動に関する実態はどのようであろうか．授業の一科
目である「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」では，2013年4月に入学した学生約950人に
運動・スポーツ実践の実施状況などを尋ねた．下記の図 I～Vは，その結果をグラフにし
たものである．それによると，1.「運動部やスポーツクラブに所属している」学生は9.3％
であり，2.「運動・スポーツ（学校の体育の授業を除く）の実施状況」は，55.7％の学生
が全く運動をしていないということが分かる．また，3.「1日の運動・スポーツ実施時間」
を尋ねたところ80.6％の学生が30分以下と答えている．さらに4.「運動の好嫌」を尋ねた
ところ，嫌い・やや嫌いを合わせると21.1％であり，5.「運動が得意かどうか」について
尋ねたところ，48.4％が苦手・やや苦手であると答えた．これらのことから，本学に入学
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した学生の半数以上が学校の体育の授業以外は運動をせず，半数に近い学生が苦手意識を
持ち，約20％の学生が運動嫌いであるという結果を得た．（同様の調査を2012年度にも
行っているが，ほぼ同じような傾向であった．）今回の調査で本学に入学する学生のス
ポーツ・運動実践の少なさが課題として浮かび上がった．
東京女子大学2013年度入学者への「運動・スポーツ実施状況」アンケート結果
図 I.　運動部や地域のスポーツクラブへの所属状況
図 II.　運動・スポーツの実施状況
（学校の体育の授業を除く）
図 III.　1日の運動・スポーツ実施時間
（学校の体育の授業を除く）
図 IV.　あなたは運動が好きですか 図V.　あなたは運動が得意ですか
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II.　東京女子大学体育のスポーツ・運動実践
I.で女性におけるスポーツ・運動実践の意義を述べ，東京女子大学生の2013年度入学の
学生の運動参加状況を示したが，次に本学の体育教育について述べる．
1.　東京女子大学の体育
1)　総合教養科目の「女性のウェルネス領域」
本学の体育に関する科目名は開学以後順次「体操」，「保健体育」，「健康・運動科学」と
変更し，2013年度から総合教養科目の1領域である「女性のウェルネス」と改称した．こ
れはリベラルアーツを標榜する本大学で，身体に関する教養を高めるという意味において
原点に回帰した位置づけになったともいえよう．そして，前述したように運動をしていな
い学生たちにこそ，心と身体の健康維持のために運動・スポーツの大切さを認識し，社会
人としてスタートして欲しいという願いのもとに新カリキュラムが作成されている．
この領域の教育目標である女性の自己確立の基盤となる知識・能力を身につけるための
大きな柱として，1.「女性の生涯の健康を支える基礎知識・手法を習得し，自己管理能力
を養う」2.「身体運動についての理解を深め，実践を通して身体能力の向上をはかる」こ
とを掲げている．
1年前期の必修科目「女性のウェルネス・身体運動 I」のねらいは次のようである．①
女性の健康を支える基礎的な知識を習得する．②理論と実践から身体運動についての理解
を深め，健康における運動の重要性を学ぶ．③心身のコンディションを自己管理する重要
性と基礎的手法を学ぶことに重点を置く．そして後期の「女性のウェルネス・身体運動
II」では，①身体及び精神的，社会的にも良好で生き生きとした状態を得る為に，積極的
に女性のライフステージからみた健康と身体運動についての基礎的な知識を学ぶ．②前期
にひき続き心身のコンディションを自己管理する重要性と手法を学び，各種トレーニング
を通して自己の身体を認識し，将来起こり得る健康上の様々な状況に適宜対応できる知識
と身体能力を養う．③さまざまなスポーツによるグループ活動を通してコミュニケーショ
ン能力及び主体性を養う，としている．
理論を学ぶ科目は1年次から選択授業科目として「からだの科学」「発育発達」「栄養と
健康」「現代社会と身体」「女性のスポーツ医学」「女性の健康科学」「性と生命（セクソロ
ジー）」「女性の心身コンディショニング」があり，実習の科目には2年次から選択授業
「スポーツA」「スポーツB」「スポーツC」「スポーツD」「フィジカルエクササイズA」
「フィジカルエクササイズB」「フィジカルエクササイズC」「フィジカルエクササイズD」
「身体表現A」「身体表現B」「身体表現C」が開講されている．選択科目はより専門的，応
用的，発展的な授業内容が組まれている．
2)　プロジェクト研究について
また，「女性のウェルネス領域」では，2012年度より「女性学研究のプロジェクト」と
して，曽我，平工，中村の3人の専任教員によって研究を行い授業に生かしている．その
概要を次に記す．
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研究1.　「女子大学生のフィットネスレベルの検討」
本学では1968年よりこれまで主に1年生を対象として体力診断テストを実施してきた．
そのデータをもとにフィットネスレベルの推移を検証し，その傾向を把握・総括するとと
もに今後の授業のあり方について検討を行った．その結果，本学の学生の体格は向上して
いるものの，フィットネスレベルは低下傾向にあることが示された．大学体育では女性に
とって重要な生理指標や体力要素に留意し，女性の特性を考慮に入れたカリキュラムや教
材開発を行うなどして女子大学生のフィットネスレベルの低下傾向に歯止めをかける重要
性が示唆された．
研究2.　「女子大学生の月経の現状と月経随伴症状に関する意識の関連」
女子学生の月経および月経随伴症状の実態と月経に関する意識を明らかにし，それらの
関係性を明確にすることにより，女子学生に対する月経健康教育の必要性に関する示唆を
得ることを目的として調査を実施し検討した．その結果大学生が月経に対してよりポジ
ティブな意識を持つために，月経の重い人に対する症状のケアや月経期間中の過ごし方に
関する知識と実践，また基礎体温測定の実践の必要性が示唆された．
研究3.　「基礎体温測定における月経周期管理アプリ活用の効果の検討」
基礎体温測定の必要性を理解し習慣として定着させることを目的として実施する大学生
を対象とした実践的健康教育において，高機能婦人体温計や月経周期の管理ソフトなどの
最新のツールを用いることがどのような効果をもたらすか検討した．結論として基礎体温
測定の課題遂行に対するアプリ利用の効果は認められなかったが，月経周期の記録方法の
違いにより，月経に関する意識の変化が異なる可能性が示唆された．
研究4.　「加速度計による女子大学生の身体活動量からみる女性の健康」
①加速度計により女子大学生の身体活動量を明らかにすること，②日常の身体活動量の
違いが月経を中心とした女性の健康に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした．その
結果若い年代の女性の身体活動量が少ないという仮説に反し，高い身体活動量を示した．
また，女子学生における身体活動レベルは月経の状態や月経の受容態度とも関連している
ことが示唆された．
以上のように，筆者らはそれぞれ教育実践，研究活動共に積極的に取り組み，その成果
を講義や実践に取り入れている．上記の各研究の詳しい内容と結果及び考察については別
に報告することとする．
III.　東京女子大学の体育の基礎を築いた安井てつについて
ここでは東京女子大学の体育教育の基礎を築いた安井の体育観について述べていく．
1.　東京女子大学草創期の体育
わが国において女子体育が進展期に入ったのは1920年前後と見られているが，本学で
は1918年の創立当初から全学生に週2時間の体育の授業が必修科目として行われていた．
また，短期間ではあったが体育指導者養成課程が設置されていた．それは創立当時の学監
であり，その後第二代学長となった安井の考えによるところが大きいと言われている．安
井は学長就任の式辞の中で次の4項目の教育方針を述べている（安井，1924）．
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1.「基督教主義に基いて人格教育に重きを置くこと」2.「学生の体育に特に重きを置くこ
と」3.「当校にLiberal Collegeの性質を有たしむること」4.「学究的生活と社交生活との調和
を図ること」としている．ここでキリスト教主義の本学において，安井がキリスト教教育
に次ぐ二番目の項目として「学生の体育に特に重きをおくこと」と抱負を述べ，高等教育
を受ける青年女子の健康増進を図ることの重要性について述べていることに注目したい．
周知のように安井は日本の戦前における女子教育を一貫して担ってきた人物だが，体育
教育の専門家ではない．それにも拘らず安井が体育史の研究対象になってきたのは，彼女
が英国留学中にわが国の体育教育の著しい遅れに気づき，帰国後，わが国の体育教育史上
に大きな役割を果たしたことが起因しているようである．しかしこれまで安井の体育観を
形成した要因についての研究は余り多くない．西村絢子 (1980)は，「わが国における近代
女子体育の発展は，井口あくり・二階堂トクヨ・藤村トヨなどの実際の体操指導者によっ
てなされたことは勿論であるが，その背後にあって，女子体育に対して深い理解を示し，
それを支えてきた者の存在とその力も忘れることはできない」とした上で，その重要な人
物の一人として安井の名を挙げている．また，安井を介してスウェーデン体操を日本に紹
介したE.P.ヒュースのことを取り上げ，安井が本学創立以前から体育の重要性を述べてい
たことについて指摘している．また輿水はる海 (1985)は，安井の体育観の形成過程につい
て考察し，「安井の体育観は，英国留学によって培われたものであり，特にイー・ピー・
ヒュース女史から受けた影響は大きいと考えられる．」と結論づけている．しかし，両者
ともに具体的な体育論の形成過程についての詳細な記述は見られない．さらに，柴沼晶子
(1999)は「英国留学で得たもの」と題した論文の中で「ヒューズからさらに学んだものに
教育における体育の重視がある」と述べて，「ヒューズの指導のもとに安井が3年間の英
国留学で学んだものは年月を経て1923年の東京女子大学学長の就任時にのべられた大学
における教育の抱負に述べられ，同大学の理念と発展の歴史なかに結実したといえる」と
述べている．しかしここでも，安井がヒュースからどのような体育論を学び，どうとら
え，そしてどのような経緯で体育を重視するという考えに至ったかについては触れられて
いない．
そこで安井が体育を重視するに至った経緯と体育観を，文献及び資料を手がかりに探っ
ていく．
ここでは安井の体育観が形成された時期は留学以降と考え，主として『東京茗渓会雑
誌』，『東京女子高等師範女学校六十年史』等により検討する．さらに帰国後出版された書
籍及び雑誌『女学世界』，『教育』『をんな』『婦女新聞』『体育』『新女界』『万朝報』等を
通して考察していく．これらのことから戦前の女子体育教育の一端を知ることとなり，同
時に本学の体育教育の原点が明らかになるものと考える．
2.　安井の体育観の形成過程
安井は1881年に東京師範学校予科に入学し，1890年に高等師範学校を卒業している．
その後女子高等師範学校助教諭及び附属小学校訓導となり二年後，岩手県尋常師範学校附
属小学校高等科に赴任し初等教育の指導及び研究に従事した．そして1894年，再び女子
高等師範学校の訓導に任ぜられた．安井は科目指定のない免許状取得者第一号 1）であり，
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体育では普通体操（亜鈴体操・棍棒体操・球竿体操等）や遊戯を学び指導していたと推察
される．1896年には文部省より専門である教育学及び家政学研究の為，三年間の英国留
学を命じられた．
次に東京女子大学創立までに安井の体育観が形成されたと考えられる英国留学中につい
て概要を述べる．
安井は主としてわが国における女子教育のパイオニアでありケンブリッジトレーニング
カレッジ（C.T.C.と略す）の校長E.P.ヒュースのもとで学んだが，その体験をもとに東京
茗渓会 2)宛に英国女子の教育事情を報告している．その中で，1870年以前の英国では女子
体育教育はあまり盛んではなかったが，その頃から瑞典（スウェーデン）体操が取り入れ
られ，更に数年後には女子にも遊戯（スポーツ）の必要性が認識されはじめたと当時の状
況を伝えている（岩谷，1898）．
東京茗渓会に報告した内容は次のようである．
「五十年以前は，兵式体操の教師やダンスの女教師が女学校の体操を教えていたが，女
子の身体にどのような運動が必要かという点についての十分な理解もなく指導していた．
そして，学問上何の価値もないMusic Drillが女学校の多くに紹介されたが，外観に惑わさ
れて之を称賛する者は多く，女生徒にとっては音楽に合わせて動くことが面白く，好んで
取り組んでいた．結果もそれほど悪くはなかったが，約20年前の1870年代，スェーデ
ニッシュドリル（スウェーデン体操）が導入されると，体育教育には最もふさわしく学問
上価値ある教材として容認され，多くの教育機関に取り入れられることとなった．
また，E.P.ヒュース自身ストックホルムの中央体操練習所や学校等でこの体操を参観
後，英国の学校に帰り実践した結果，極めて大きな効果があり教育上非常に意義のあるも
のと確信した．そしてそれまで実践していたドイツ体操に比べるとその効果ははるかに優
れており，生理学を学んだ者が指導すれば過度に疲労することなくより心身を発達させる
ことができると記されている．また，女子を健康で優美にすることができ，生理及び心理
的見地からは女子の行動を敏捷にし，注意力を養うことができるとしている．この頃イギ
リスでは男子に必要であるとされていた遊戯（スポーツ）が数年前から女子にも必要と見
做されるようになったが，そのことが女子の身体が著しく強壮になった要因と考えられて
いた．また，イギリスの中産階級の女子には，Hockey, Cricket, Tennis, Drill, Cycling等はと
ても重要である．」とも述べている（筆者要約）．
安井は1900年，帰国と同時に女子高等師範学校の教授兼舎監に任ぜられた．また，海
老名弾正から洗礼を受けたのもこの頃である．そして『女学世界』や『をんな』『婦女新
聞』などに英国の女子教育事情を積極的に紹介・奨励し，さらに女子教育の推進は我が国
の発展に大きく寄与するとして特に体育教育の必要性と変革を訴えている．また安井は
1901年にE.P.ヒュースが来日し，日本各地で女子教育に関する講演を行った際には通訳と
して随伴している．その数年後には，暹羅国（タイ国の旧称）政府の招聘に応じ皇后女学
校教育主任として従事し，帰国後東京女子高等師範学校附属幼稚園主事として勤務する．
そして1918年東京女子大学学監に就任したのである．
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3.　E.P.ヒュースと女子体育
次にE.P.ヒュースが女子体育をどのように考えていたかについて述べる．
1901年10月に開催された帝国教育会主宰の「ヒュース先生歓迎講談会」における講演
「英国人の立場より見たる女子教育」（E.P.ヒュース1901a）によると，女子教育の問題点
を9項目にわたって論じており，第6項において女子体育の諸問題についていくつかの原
則を述べている．『体育』第103号（1902・M35年6月）「体操法に就いて」は，体育研究
会でE.P.ヒュースの演説したものを速記したもので，氏が教育者として体操法を実践，研
究した結果に就いて述べられている．そこには氏によるスウェーデン体操推奨の根拠が詳
しく書かれており，「私は体操の専門家ではないが」と前置きしながらも，心理学，医学，
生理学の方面から研究した結果，この体操法が女子の身体にとって最も適切な方法だと
し，その根拠を次の様に具体的に述べている．
(1)　 スウェーデン体操は身体の強弱を問わず誰にでもでき，体格がよくなり活発で身体
の動作が優美になるため，ドイツ体操より優れている．
(2)　 音楽応用の体操は動作が鈍くなり生理的効果を得にくく，精神面での教育である注
意力の養成もできないため，スウェーデン体操の方が優れている．
(3)　 スェーデン体操は生理学，心理学，教育学の学理に基づいて運動の順序が組み立て
られており，個々の生徒に応じた運動を行わせることができる．
(4)　 スェーデン体操は身体は勿論のこと，精神面も養うことができる．
(5)　体操服は生理上害のないように改良して特別の体操服を使用するべきである．
E.P.ヒュースの体育観が形成されたきっかけとなったのは，C.T.Cに在任中，英国の教育
機関から女子に相応しい体育についての調査を依頼され，ストックホルムの中央体操練習
所や教育現場で瑞典体操を参観したことによるものと推察される．その結果，瑞典体操は
心身の発達に極めて効果があり教育上充分価値のあるものとし，女子を健康で優美にする
ことができると考えていた．これらの事柄を検証する為に安井も自ら英国でスウェーデ
ニッシュドリル等を体験しているが，その結果これらの種目は生徒の集中力や敏捷性を高
めることに疑いはないと述べ，スウェーデン体操の教育的意義と価値を認めている（安
井，1900）．
ところで教員資格取得に関する日本とスウェーデンとの大きな相違点は，スウェーデン
では普通教育を受けた後，数年間の学理や実地の訓練を受けることによって初めて体育教
師としての資格が得られるという厳しい過程がある．そのために，社会的に極めて高い地
位として認められていた様である．氏は「無闇に体操を課すると生徒の発育を害し，精神
的に害を及ぼすからして，寧ろ学問もない訓練の足りない，体操教師ならば，体操をやら
ない方が宜い」（E.P.ヒュース，1902）とまでいっているが，それほど身体や健康に携わる
職業が如何に重責を担っているかが窺える．
また一方当時の英国の体操事情といえば，前述したように男子の教育にのみ必要とされ
ていたスポーツが，数年後女子にも必要と見做されるようになったが，氏は「女子の体育
は当今最も肝要なる教育問題の一なり」（E.P.ヒュース，1901b）と考え，それは身体の健
康と知徳の発展の間に密接な関係があることが生理学及び心理学の見地から証明されたこ
とによるものであると述べている．そしてさらに 「在学時代の間に良好なる体操の主義と
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善美なる遊戯の機会とを與へ，且つ学校生活既に了はれる後は，戸外に於いて清健なる身
体上の娯楽を得しむる機会を十分に与ふる」（E.P.ヒュース，1901b）と述べているように
女子体育は極めて重要であると考えていた．同時に，体育指導者は理論と実践の伴った学
識のある女性が望ましいと述べている．
4.　安井の女子体育観
安井が留学を通して日本の体育をどのように捉えていたかについて考察する．安井の体
育観はE.P.ヒュースのそれと重なるところが多い．安井は留学中に英国各地で遊戯を見学
すると同時に瑞典体操も体験していたと考えられるが，その経験から体育の重要さに気づ
き日本の女子教育に体育の導入を奨励し且つ，指導方法の改善を求めている． 具体的に
は英国で盛んに行われていたホッケーやクリケット，ラクロス等の団体競技に心身及び教
育的効果の大きいことや，瑞典体操の多様な価値を認めていたことに起因している．そし
て安井は「体育が充分に行き届かなけれバ，立派なる品性ある女子を作ることハ出来ませ
ぬ，瑞典の女子ハ，最も体育を重んじ，学校でハ盛んに体育が行はれて居ります，夫故に
瑞典の女子ハ，体格が非常に立派で，且つ美しき女子が多くあります（ママ）」（崋山，1904）
と述べ，英国や瑞典と比較し日本社会における女子体育教育の遅れを嘆いていたのであ
る．
以上のことから，安井は英国留学によって健全な心身無くしては立派な人格者を育成す
ることが出来ないとの確信を得たのである．そして彼女の最も大きな功績は，実践のみな
らず生理学的見地における更なる重要性を認識させ，体育の導入を教育の重点課題と捉
え，積極的に取り入れていったことであろう．そしてその理念は運動の重要性が見直され
ている現在，生涯の課題として認識され，年代を問わず実践されていることからも容易に
推察することが出来よう．
また，人としての女子を育成するのは人格教育であると考え，「宗教こそ真に人格の基
礎をなすものであることを痛感するに至った」（安井，1935）と述べている．つまり，キ
リスト教的な道徳観を養うには，遊戯（スポーツ）をすることが適切な方法の一つである
と考えたのではないかと推察する．それはチームで遊戯をする際，各自が他者と主体的に
関わり，相互に思いやりをもち協力して行動することができるというフェアプレイの精神
が培われるとの考えによるものではないだろうか．
以上のことから，安井は英国留学を契機にE.P.ヒュースから大きな影響を受け，日本の
女子体育教育の遅れを痛感すると共に，理論に裏打ちされた瑞典体操の教育的意義と効果
を認め奨励するにいたったのである．そしてキリスト教を基盤とした人格を育成するため
の教育を目指す女子体育観を確立していったと考えられる．安井の渡英は教育学及び家政
学の研究が目的であったが，留学を機に女子体育教育の重要性に気づき，帰国後教育者の
一人として日本の女子体育発展のために牽引的存在となり，その後の体育教育の発展に大
きな期待を寄せていたことが窺われる．
5.　安井と当時の女子体育界
安井がわが国の女子体育の発展にいかに大きな役割を果たしたかについては，そのパイ
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オニアである井口阿くりと二階堂トクヨとの関係からも推察される．
井口は周知のようにわが国に於いて女子体育の向上，発展のために米国留学した最初の
人物である．彼女は男女平等の体育を訴え，瑞典体操を広め，更にはバスケットボールや
ダンスを日本に紹介している．安井との関係は女子高等師範学校の同僚であったことや，
共に東京茗渓会の委員として活動しており，深い信頼関係にあったと考えられる．
また，二階堂は大正初期に井口に次いで女子体育の留学生として英国へ派遣された人物
である．安井とは女子高等師範学校の師弟関係にあり，英国留学で安井の知己であったマ
ダム・オスターバーグの体操専門学校で学んだ．帰国後は東京女子大学初代体操教師とな
り校外舎監を兼任した．安井は二階堂が創設した体操塾（現日本女子体育大学）の理事を
勤める等，女子体育の変革時期にあって多岐にわたり強力な支援者であったと思われる．
6.　まとめ
以上のように安井の体育を重視するに至った経緯および体育教育における存在意義につ
いて調査した．その結果，安井の体育観は，高等師範学校での学びや英国留学で出会った
E.P.ヒュースの影響やキリスト教的な道徳観の体験から形成されたことが分かった．安井
は「体育が充分に行き届かなければ，立派な品性ある女子を作ることはできない」（華山，
1904）と語り，留学で学んだ瑞典体操や遊戯を積極的に紹介し日本の女子体育に取り入れ
たのである．そして，井口阿くりや二階堂トクヨと共に，日本の女子体育教育の発展に大
きな役割を果たしていたことが判明した．安井は人としての成長を促すための女子教育と
して体育を重視し，その理念を東京女子大学の教育に具現化させたのだと考える．
IV.　お わ り に
わが国の女性におけるスポーツ・運動の組織的な実践は，はじめ学校体育によって行な
われた．現在それは当然のこととして行なわれているが，大正後期までは社会に容易に受
け入れられない風潮にあった．そのような中，安井は戦前の女子教育を担うと共に留学を
機に女子体育の重要性を訴えた人物であった．さらに，女子体育のパイオニアであった井
口阿くりや二階堂トクヨのよきアドバイザーとなり精神的支柱として尽力した．このよう
に安井はわが国の女子体育の歴史において，その改革と発展に重要な役割を果たしていた
といえよう．
東京女子大学は創立当初から体育が一科目として存在していた．そして一時期ではある
が体育指導者養成課程が設けられていたように，安井の理念を尊重すべく女性の身体教育
を重要視してきた大学であった．そこでは「高等教育を受ける青年女子の心身の健康増進
を図るための科目」として体育を捉え，それぞれの時代の要請に対応すべく学科や科目名
の変更はあったものの，その想いは確実に受け継がれ現在に至っている．
スポーツ・運動は心身の健康を維持するための有効な手段であるが，現代の女性は中学
校期から高校期にかけて運動しなくなる傾向が顕著で，大学を終えると半数近くが運動を
しなくなる傾向がある．東京女子大学の新入生調査からもスポーツ・運動実践の少なさが
課題として浮かび上がった．
研究グループはこの結果を真摯に受け止め今後学生を次のような方向に導きたいと考え
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ている．
①正しいスポーツ・運動観を理解する．②生涯における健全な身体と精神を支える基礎知
識及び手法を習得する．③自己管理能力を身に付け物事に適宜対応出来る力を養う．④身
体運動についての理解を深め苦手意識を払拭すべく，実践を通して楽しみながら身体能力
の向上を図っていく．⑤スポーツ・運動の実践を習慣化する方向を目指す．
現在東京女子大学は創立から約一世紀を迎えようとしているが，「はじめに」で述べた
ように現代は「身体の性差」から「個人の身体の差異・多様性」を認め合う社会に変わり
つつある．そのような時代にあって改めてスポーツ・運動の必要性を見直し，多様な実践
を通して心身の健康や他者との連帯を図るという社会的役割を認識させ，良好な人間関係
を築くとともに世界を見渡せる広い視野を育むよう導いていきたいと考える．
注
 1）　1890年3月高等師範科を卒業した安井ら13名に，女性初の師範学校女子部高等女学校の学科を
限定しない教員免許状が与えられた（掛水，2006: 243）．
 2）　東京茗渓会とは高等師範学校の同窓会組織で，安井はその女子部会員であった．
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概　　　要
今日では，女性がスポーツや運動をすることは当たり前のこととして捉えられるようになった．本
稿では，まず女性におけるスポーツ・運動参加の現状と意義を述べ，女性の高等教育機関である東京
女子大学の学生の実践及び身体教育の実態を述べる．そして同大学の体育の基礎を築いた安井てつ
(1870‒1945)が，体育の専門家ではないにも拘わらず教育活動において体育を重視するに至った経緯
を調査し，同時に日本の女子体育史上，如何に大きな役割を果たしたかについて探っていく．併せて
同大学におけるこれからの体育のあり方について考察することを目的とした．
スポーツ・運動は心身の健康を維持するための有効な手段であるが，女性は中学校期から高校期に
かけて運動をしなくなる傾向が顕著で，大学を終えると半数近くが運動と疎遠になる．東京女子大学
の学生についても同様の事が調査の結果，課題として浮かび上がった．
安井は「体育が充分に行き届かなければ，立派な品性ある女子を作ることはできない」との考えで
あったが，東京女子大学は開学以来今日までその理念を尊重すべく女性の身体教育を重要視してきた
歴史がある．研究グループは今後も更に研究・改善を重ね，学生にスポーツ・運動実践を通して心身
の健康や他者との連帯を図るという社会的役割を認識させ，良好な人間関係を築くとともに世界を見
渡せる広い視野を養うよう導いていきたいと考える．
